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1 ｢理事会｣報告
r第 19kl 岡山大学負数･数学教育学会理事会｣を･lf･成23年 6月 11日(土) 12時から13
時 30分まで,岡山大学教師教育開発センター で開催しまLlL 同理ilf会-の参加者は,会長,節
胤 理現 金計監査,幹事(軋 教職大学院の大学院生 2キーの丁伝い)の合計 23名でしたJ理事
会の議腰は下記の通りです｡
1 新入会tlの承認
2 会計軸'iL,会計監査軸告･7鮎AcJL
3 平成23年度の学会の活動予定について
4 新しい役員を設けること,及び会則の一部改訂について
5 その他
新入会員については,岡山大学大学院教育′芋研究科 磯野 乱 浅沼 雄太の 2名の入会が理
解会で承認されました〔平成22年度の会計報告,会計監脊報LuLがなされ,平成22年度会計軸'J,-
が理事会で頒許されましたO平成 23年度の学会の活動については,協議した結果,学校現場の
教育課程により,通年通り｢談話会｣｢研究発表会Jの順に開催することにし,秋の研究発表会は.平
成23年 10月22日(土)に開催することに決まりました｡
続いて,本会に｢副会長｣および｢会計｣の役員を設けることと,岡山大学算数･数学教育学会の
会則の一部改訂についての提案がなされましたo会則の一部改訂につきましては,剛J大学第数
･数学教育学会会則の第 15条｢本会則の変更は理事会の決議による0｣に基づき,第 5条,第 8
条,第9条および第 10条を~F言己のように改訂すろことを提案しました
旧
第 5条 本会の会員とは.次のいずれかに該当するi)ので,本会の目的に賛同し,辛
数･数学教育の理論および実践に関する研究に従事するものをいう.
(1) rf6-]山大学教育学部数学教室教員,旧教官およびこれに準ずる者
(2)岡山大学教育学部学生および卒業生
(3) 岡山大学大学院教育学研究科学生および修了ノヒ
(4) 本学全会員の推曲があった者
薪
第 5条 本会の会員とけ,次のいずれかに絃iするもので,本会の目的に博聞し,罪
数･数学教育の理論および実践に関する研究に従事するものをいう｡
(1) 岡山大学教育学部数学教室旧教員･教官およびこれに唯ずる者
(2)岡山大学教育学部学生および卒葛生
(3) 岡山大学大学院教育学研究科教員･旧教負およびこれに準ずる着
く4) 岡山大学大学院教育学研究科院生および修了生
(5) 本学会員の稚児があった者
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旧第8条 本会には,次〔ノ)役員を聞くO
(1)会長 1名
(2)理事 若干名
(3)幹事 若干名
(4)会計監査 2名
(5)顧問 若ニ｢名
新
第 8条 本会には,次の役最を椀く｡
(I)会長 1名
(2)副会長 若干名
(3)理事 L目 名
(4)幹事 hJr一堂.
(5)会計 1名
(6)会計監査 2名
(7)戚問 若十名
旧
第 9条 役員は次のように決める｡
(1) 会長は岡山大学教育学部の教員をもってあて,理事会において避皿する(,
(2) 兇事は次のようにして定める｡
(Dり和Ll大学教育学部数学教等の教授をもってあてる.
②会員のうち次の各年業年次の中から､小学校,中学校および高等学校(特殊
教育謂IlJf'校を含む)よりそれぞれ 1名ずつ,及び会長が推薦する者を,総会
において湛山するo
H獅口28年～昭和 37年,昭和38年～昭和47年,昭和 48年-昭和 57年,
昭和58年～平成4年,､勘友5年～
(3) 幹事,会計監査お⊥び顧問は,理ヰ会の承認を絹て会長が委嘱する｡
新
第 9条 役員は次のように決めるQ
(l) 会長は岡山大学大学院教育学研究科の教員をもって.bて,理部会において
選出するu
(2) 秤,JfLj:次のようにして定める｡
①岡山大学大学院教育学研究科の算数･数学教育に関心を有する教員をもって
あてる｢
②会員のうち小学校,中学校および高等学校(特別支援学校を含む)より,会長が
推薦する者を,総会において選出する｡
(3) 副会長,幹串,会計.会計監査および顧問は,会長が委嘱する〔
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旧第 10粂 役員の任務は次の通り定めるo
(1) 会長は.本会を代表し,会務を統括するC会長に事故あるときは,会良の指名
した他の押叫がこれを代行する
(2) 理雫は理TJi会を組練し,会の迎常にあたる.
(3) 幹事は本会の姉務を処埋するo
(4) 会計監査は本会の会計を監査する.丁
(5) 顧問は本会の運常などについての相談に応ずるo
新
第10条 役員の任務は次の過り定める｡
(1) 会長は,本会を代表し,会務を統括する｡
(2) 副会長は,会長を補佐し,会長に事故がある時はその職務を代行する｡
(3) 理励ま理-LJIr会を組織し,会の運営にあたる.
(4) 幹事は本会の事務を処理する
(5) 会計は本会の会計を処理する｡
(6) 会計監査は本会の会計を監査する
(7) 顧問は本会の運営などについての相談に応ずる｡
本会に,r副会長および会計の役員を設けること｣について偵垂に蕃証されましたOその結果,
r副会長および会計を本会の役員として置くことlが承認されましたDそして,それに伴って,上記の
会則第 5条,第8条,第9条および第 10条の 一部改訂について審議され,会則の一･部改訂が岡
山大学算数･数学教育学会期.'TF会において承認されましたO
続いて,会長推薦の副会良および会計の連出のr申し合わせ｣に底づいて,会長より,帆 U大学
大学院教育学研究科 平井を久准教授,岡山大早大乍院教育学研究科 岡崎 正和准教授の 2名
が副会長に,岡山大学大学院准教授 福田博雅惟教授が会計に委嘱されましたー
2 ｢総会｣報告
理事会に引き続き,平成 23年 6月 11日'(土)14‥00から｢第 18ki] 同山)こ学界故･数学教育
学会総会｣が何日目大学教師教育開発センター で開催されました√参加削l,38名でした｡
①会計監査から平成 23年度の剛 ｣人草畏敬･数学教育学会の会計報告および,平成 23年度
の岡!LJ大学算数･数学教育学会の終始が適切に処稚されているとの監郎 艮豊があり,平成 23
年度の会計韓JuL･について総会で娘認されました｡
②平成 23年IiFu)析動計画について
平成 23年度の活動計耐 こついて,通年通り｢談話会｣｢研究発表会_-の順に開催することに
し,秋の研究発表会は,平成23年10月 22日(土)に開催することを袖LnLましたLJ
③新役員を設けることおとび,それに伴う会則u)一部改訂について
会長が,lj.)会旋および会計を設Ljることに関する趣旨説明を行い･副会長と会計をr没りるこ
とが理事会で 1-承されたことを報告し去した.そして,それに伴う同日l大学算数･数学教育学会
会則第 5条,第 8A,第 9条および第 10条の改訂内容を報告し･これらU)改訂が理事会で
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丁J任されたことを報苦しよしたC
副会長として間日_L大草大学院教育′､〕ご･研究科 上lリIf安久准教授,圃LLJ入学大学院教育学研
究利 岡崎JT.和准教授,会計としてF恥Ll人′､干天学院教育学研究科 福Erl博雅准教授が委嘱さ
れたことを報告したした¢
①新入会員について
新入会Flについては,ロ軌Ll大学大学院教育学研究科 磯野 乱 浅沼 雄太の 2名の入会
が報告されました｢
3 会員の異動について
平成 23年度 6月 11日現在で,本人からご連綿をいただいた本学全会Eiの方々の異動ですo
( )のL回J,新しい勤務地です｡
糸島新太郎 (総祉市教育委 員会)
岡部 初江(美咲町役場)
加本 英人(岡山県立矢掛高等学校)
佐々木ルミ (倉敷市立水鳥小学校)
佐藤 誠 (島根県iL横田高等･;･J:校)
佐藤 ギ (関西同船大学)
不Z能 遺RJl(ノー トルダム清心女子大,rrL:)
深井 文雄(帆 LJ市立大7l.小学校)
福Rl 博雅(ト軸LJ大草)
三好 貞 (関山県立上野高等学校)
山本 iE美(姫路rh-立別所小学校)
(五十音順)
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第 18回 岡山大学算数･数学教育学会｢談話会｣報告
日 時 :平成 23年 6月11日(土)
14･30′-17.00
場 所 ･岡山大学教師教育開発センター
参加者数 :40名
談話会 話題1
新しい算数教育の実践の視座
一習得と探究を活用でつなぐ算数教育一
岡山大学大学院教育学研究科 黒崎東洋郎
【概 要】
･算数の授業構成の4P原則
Purpose :何のために数見･図形を精噂するのか 一 目的
Perspective:変化の時代に必要な学力は何か - 視座
Position 児窮の算数学習状況の課鴇 - 対象
Period :今,指導すべきことなのか - 適時性
算数の授業を構成するにあたって,
常に,この4つのPの視点にふり返っていくことが大切
･21世紀の新しい教科指導の方向性
学校教育法の改定
学校数背位30粂第2項
前項の場合においては.生涯にわたり学習する基盤が培われるよう,嬉礎的な知
識及び技能を憩得させるとともに,これらを活用して課題を解決するた桝 こ必要な思
考力,判断力,表現力その他の能力をはぐくみ,主体的に学習に取り組む態度を養
うことに,特に意を用いなければならない
｢基礎的な知識及び技能を習得させろ｣- 習得教育
｢これらを活用して課題を解決するために必要な思考力,判断力,表現力その他の能力をはぐく
み｣- 活用教育
｢主体的に学習に取り組む態度を養うこと｣- 探究教育
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･履修主義から習得教育-の転換
履修主義
標準指導時数の遵守
習得教育
目標秤拠の指導のその到達
習得教育-･ブルームのマスタリー ラーニング(完全習得学習):通過率は95%以上
･算数的活動を核にした算数の授業デザインを
欝敏的活軌の位置づけ ｢目標｣&｢指導内容｣&r指導方法事
新しい算数的描動の3つのカテゴリー
(D数枚や図形に関する具体物を使った算数的活動
②既習事項を使った算数的活動
③榊頗解決の仕方を考え,その過程を説明する罪数的活動､新機軸:数学的表現力の重視
･算数の説明力･コミュニケーション力の場とその意義
1 ｢説明し伝え合う算数的活軌｣の場の丁二夫
｢グループ学習の場の設定J-･グループ'Yl習,バズ苧乱 ジグゾウ学習,ペア学習
数学的表現力は,子どもが他者,社会に関わってこそ身に付けることのできる学
2 説明し,伝え合う学習の教育的乱迩
(T)数学の学力----･･-○敬trlL･同形の概念,原坪の深化
○数学的な考え方の深化･発岨
②人間力･社会人基礎力-･〇日分の考えを他者,社会に説明し,説得する力
○伝えあう活動に上りよい考えを創りたし,協働する基礎を培う
･生きる力の育成の意図実現に向けて
(l)習得と探究を活用でつなぐリアリステック.アブFl-チ0-)^ 第
0学校,lJj己の恭敬教育の掛 格的牒雌の発見
②実践と珊論0)経過を
｣ 丁 子 ｢
(2)算数教育のパラダイムに応じた数学的表現力の育成
①自分の考えを見出し,説明し,伝え合う算数的信助の
1大･充菓
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談話会 話題2
統計的な見方を育成する新しい中学校 ｢数学｣
岡山大学 平井安久
1 データ解析の視点
新学習指導要領では統計領域が追加され吏した.とはいえ,眉の学習指沸要領では統計領域
を扱っていたので,このたび統計領域が復活Lたとも言えます しかし,文科首サイ ドでは,
『決して蝉なる復活ではない』と強調しています.この点は,蛙で前 ･本音の両面で過要なこ
とだと思いよす.今回の統計髄域の指壇':L7)特徴を一言でいうと ｢データ解析的見方の析導lで
あると思います データ解析には,次のような段階が含まれます(Shaughnessy(2006)など):
ア.その話越の盛変性o)認織
ィ.ある手法での分析の実行
ク.分析結果の解釈
工 結果から今後への但案
こ0)中で,具体的な統計手法が関係するのは,イとりの段階になります.新旧の統計領域のH
的の違いを簡単に普くと,
音の統計領域 - - ･･統計下法を知ること
これからの統計拍域 ･･･統計手法を活用すること
となります.
新学習掃導嘩蘭に対応した形で教科でlfUj単元構成も必要と
なります.既にいろいろな指導実践が進みつつあります(榊元
(2010)など)が,指導する教師にもそのような価値観での指導が大切です.
2 ヒストグラムの指導 (1年生)で注意すべき点
文部科学省(2008)中学校学習指導要領解説数学編では,1年′とのヒス トグラムについても,
データ解析の視点からヒス トグラム表示を考えるという主旨で記述されています(p77-).具体
的には,ヒス トグラムの階級幅を変えることでヒス トグラムの見え方が変わってくるので,階
級帽をいくつか変えてみることが必要だと適へられていよす.
この記述の根底にある発想は,
ヒストグラムを作るだけの指導ではなく,読ませる指導が大切である
ということだと考えら^ます.しかし,以下のような不十分な点も感じられ 長す :
①最終的に階級幅をいくらにすればよいかという ｢一般的な答え｣が明確でない･
② ｢1つ山｣のヒス トグラムより,｢2-'山 のヒス トグラムの方がデータの内容を的確に
表していると解釈してよいのか?r,3つ山｣のヒストグラムならより的確なJ)か?
問題点①について
階級幅を一般的にどれくらいにするかについては,統計学分野で過去の研究は多くありモす
が,r万能な午1-=効薫 ｣はないようです.多くU)喝合,もと0)データの分布が正規分布に従うとい
う前提での放論だったりしますから,｢万能な階級幅Jというわけではありません
問題点(参について
根対 和ここの方向での談論は無意味です.｢1つ山 がよいか ｢2つLl日がよいかでは意味のあ
る議論にはなりません.むしろ,｢なぜ2つLlH二見えるのか?｣という因果関係を考えろことの
方が大切です.以下にあげた望ましい串例 保 国の自動車の燃せ)では,なぜこのようなデー
ー9.ri-
夕の佃が得られたかという原関があって,それがヒス トグラムの形状に反映されています.つ
まり,ここで扱ったモデルには構造的に2通りのエンシンのタイプがあって,燃糖の低いエン
ジンと燃費の高いエンンンという2グルー7になることが想定されているからです.データの
もつ r軒I古や牲性｣がヒス トグラムの形に反映していると言えます.
これに対 して望ましくない叫例としてあげたU)が,アヤメのデータです (山典けフリー ソフ
トRの標昨装備のデータですが,統計学では有名な実測データです).この場合.3種籾のアヤ
メのそれぞれについてヒス トグラムを描 くと,明らかに山の位i程が異なって見えます しかし,
3種柏のデータをすべてまとめてヒス トグラムを描くと,｢3つ山｣には見えません こ0)よう
J-
l､-I
･グループによる違いが事前にわか･T,ていても,データをすべて集めたらそ
れが反映されるとは限rI)ない .
ということもあり指よす.
したがって,学習指導要領解説教学編でのハン トボール投げデータでは,｢なぜ ヒス トクラム
は2つ山に見えるのか｣について議論できる,あるいは教師側がその本当のFP=由を知っている
なら,階級帖を変えながらヒス トグラムの形状,を.誠論することに意味があります.
(ア)望ましい事例
1978年唄の米同の代表的なrl動虎の燃卦 のデータ (仙典 Young他(2006))
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(イ)望ましくない事例
3和避1-のアヤメのガクの長さ (出DL1.フリー ソフ トRに標準酎荷のデータ)
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おすすめできるヒストグラムの教材事例
･q｣竿竹の登校時刻のデ-タ (登校時刻の何分抑 こ学校に詔くか)
ア.部清をしている期間
ィ.式敷前で部7;-のない期間
でそれぞれの実態を調べてヒス トグラムに衷十.実際の測定が必要.
アの場合は朝練のある生徒の山と執練o)ない乍徒のIJJの2つができて,イの場合の分布は1山
になるのではないかという予測がたちます
アの場合のヒス トグラムでは,幅を広くすると]LJのように見えるのではないか?このよう
な現象がおきた場合は,上述の ｢階級幅を変えるとヒストグラムの様十が変わってくる 階級
幅をいろいろ変えてみることが大切である.｣という話が意味をもちます.理巾があって2山の
形が意味を持つような限定された場面でのみ納得できる詣となります.実際の測定データでこ
れを確かめることが重要です.(新井(2009)にも同様の実践串例が戯っています.)
3 母集団と標本の指導 (3年生)で注意すべき点
3年牛の話題に仕集団と標本の諸があります.ここでは,この訪越はそもそも何を教えるも
のなのかを説明します.
t柴本平均の分布について次のような統計学の定理があります.
中心極限定理
いかなる分布でも.その標本平均Xi.標本サイズnが大きくなるにつれて,辛
恥 桝 偏差意 の正規分布に近づく.
上の定規を読むと,母集同の平均値である恕平均がわかっていないとその後の議論ができな
いような気もしますが,そうではなくて,
･母平均/Lの値が未知でも,標本平均斉の分布では標本平均の平均値が/Lに近づく.
ことが割 高的に示されているという意味です したがって,標本平均斉の分布は測定値として
得ることができるので,そのXの平均値がJという値だったとすると,その■こそが付平均に
近い値だといえます.
そういった事情をI5Zlで表しているのが.資料にある昔の教科書での r母集団と標本平均の分
布の図｣です.その意味でこの教科El:は格調掛 ､面を見せており
ます.
それでは,教科書の記述を検討してみます.新 しい教科古も標
本平均の話題の本質的な部分については,餐糾 こある昔の教科‥.il‥
の内容を越えるものはないようです.中心極限定理が示す内容と
教科.巧での言Ll述との対応は以下の長のようになります.
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中心極限定理の内容 教科署の記述 ~｢
母集同のデ-タ0)分布 いかなる分/作tでもT.I その記述なし
杜平均の値 大 知 値はわかる
標本平均の分JTJ- 止規分布にしたがう その記述なしその平｣瑚虚けq-.論的にFif平均 標本 平 均が付平均に近い値
表を見ると,対応 していない点がいくつかあり七す,鼠も注意すべきは,教科Ll;では,loo°
人の身長のデ-一夕がL,j娠伐であり,母平均(J)値がわかっているという点です.1000人の身長の
データでは,度数/I)布衣からのデータですが,母平均が 162.7cmと計算口†能です.r母平均を含
めて母集Et]の実態が代っきりしている.｣という状†酎二なってい Eす.実鳩のわかっている母集
団から檎本を何度か採るという "妙な=言F,.(こなりかねません,
そもそも,なぜ標本が必要なのか?それは,母矧3]の様子がわからないからです,そのため,
標本での平均値を用いて母集岡の平均値を推 し量るという必ILnlが生じるのです.中心極限定理
にある｣こうに,
･粒集団の分布け何で1_)よい.
･標本平均の分布の平均値は撤平均〟に近づく.
ですから.ホイントは七上集用の実態が不明であること,標本をいくつか採ることと母平均の情
報がつながっていることです.このおもしろさを教師が止 しく生徒に伝える必柴があります.
4 教材作成へ向けて
データをいかにして入手するかについては,
の 教材作成用に用意されたサイ トを利用する
② lVeb情報を活用する
(､身 分でデータを収集する
などが考えられます.いくつかの事例を紹介します
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